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序

国際農林水産業研究センター （国際研究センター ）は、 母体である旧熱帯農業研

究センター の研究領域及び研究対象地域が大幅に拡大されるとともに、 開発途上地

域に関する農林水産業関連情報や、 これら諸国の研究協力事情を評価· 分析しうる

機能の強化が今まで以上に求められることとなる。 このためには、 これまで以上に

迅速な情報伝達や情報構築が求められるている。

とくに国際的に研究展開を要請されている国際研究センター は、 情報の収集から

始まって国際的な研究展開及び国際社会への貢献に至る 一連の活動において情報問

題は極めて重要な位置を示めている。 国際研究センタ ー は、 研究サイトが遠隔地に

所在し、 国内では沖縄支所、 また海外では、 タイ、 マレ ー シア、 中国、 フィリビン、

インドネシア、 ベトナム、 プラジル、 その他国際機関 IRR!. ICRISAT. I !MI. !CARDA, 

ILRAD, ILCA, I !TA. CIAT. CIP, CIMMYT等に展開していることから 、 つくば本所とこれ

ら海外サイト等との間で研究連絡、 研究連携、 研究支援及び研究進行管理の円滑な

実施を図っていく上で、 現状では問題が多い。 この問題を解決するためには、 国際

電子メ ー ルによる在外研究員との連絡、 ネットワ ー クによるデ ー タ ベー スアクセス

等、 新センター 全体の各種情報のシステム化及びネットワ ー ク化等の情報基盤整備

が不可欠である。

国際農林水産業研究センター には、 他場所と同様に企画調整部に研究技術情報官

が配置された。 研究技術情報官は国際研究センターの情報高度化や、 技術面での広

報支援等が主な業務であり、 本書がその目的に沿って研究支援 ・ 情報高度化の 一 助

になれば幸いである。
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l豪はじめに

国際農林水産業研究センターにおけるデータベース構築の主目的は、研究者の移動等による

資料の散逸を防ぎ、情報蓄積を図るとともに、研究者への迅速かつ的確な情報提供及び研究評

価・戦略の策定であるが、外部に対しては国際研究センターが収集した情報を提供することも

重要である。海外を含む外部に対しても、国際研究センターひいては日本政府の関係機関がど

のような研究協力活動を行っているか、またはどのような情報を所有しているがを迅速に提供

することが求められている。

本資料は国際農林水産業研究センターの海外情報部及び情報資料課がこれまでに収集したデ

ータベースや、ネットワークで得られるデータベースについて、どのようなデータがどこで得

られるかを解説した。データベースによってアクセス方法やコマンド体系が異なるので、詳し

くは参考文献にあるそれぞれのマニュアル等を参照されたい。また、公開の範囲が限定されて

データベースもあるので、それについては 5-1 9)を参照されたい。なお、ここで取り上げ

たデータベースについて、既に使用している人も多いと思われるので、各データベース説明の

項はそれぞれ個別に解説した。また、データベース検索結果等を電子メールで送受信するケー

スもあるので、電子メールの使用法についても解説した。

データベース白書 1)ではデータベースの定義を以下のようにしている。

「相互に関連のあるデータの集まり。複数のユーザが種々の目的で利用できるよう、内容を

高度に構造化することによって、検索や更新の効率化が図られたもの。一般には情報を統合化

し、コンピュータ処理が可能なファイルの形で蓄積する。」

データベースは大別すると、 1次情報である全文（フルテキスト）データベースと 2次情報

である文献（リファランス）データベースに分けられる。データベース白書では以下のように

分類している。

データ

ベース

リファランス・データベースー—文字情報（文献・記事の書誌事項

（文献データベース） 抄録など）

数値情報（統計データなど）

文字情報（文献・記事の全文（フルテキスト））

画像情報（心電図、設計図、 X線写真など）

映像情報（自然観察、実験観察、スポーツ記録など）

音声情報（自然音声、音楽、機械音など）

2. パソコン通信について

現在、各種のパソコン通信サービスが行われている。これを利用するには、まず各パソコン

通信サービスヘ登録を行なう必要がある。次にハードとしてパソコンとモデム、それに電話回

線が必要となる。 NIFTY-Serveのような大手のパソコン通信サービスは全国の主要

都市にサービス拠点を持っているので、電話回線接続料のみであれば安いと云える。一般に商

用パソコン通信サービスは、各種データベースベンダーヘ接続（ゲートウェイ）サービスを行

っており、これを利用するには別個に課金される。写真 1に、ノートバソコンに内蔵型のモデ

ムとネットワークアダプターを装着した様子を示した。最近は、より小型で、ノートパソコン

に直接装着できるネットワークアダプターも市販されている。
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このパソコン通信サービスを利用するには上記のハードの他に、逍信ソフトが必要になる。

ソフトも 1~2万円程度で各種のものが市販されている。海外情報部ではフリーウェアの

ソフト「WTERM」を利用している。本ソフトは市販の通信ソフトと優劣がつけがたい

ソフトなので、これについて以下に取り扱い概要を述べる。

写真 l モデムおよびイーサーネットアダプターを装着ノートパソコン

3. 通信ソフト「WTERM」について

WTERMは著作権は著者が所有しているが、営利を目的としなければ個人が自由に使って

良い通信ソフト（フリーウェア）で、 NIFTY-Serve等の尚用パソコン通信サービス

から取得する（ダウンロード）ことができる。

商用パソコン通信サービスに接続されている情報部のパソコンは、現在WTERMを使用し

ているのでその取り扱い概要について説明する。 WTERMはフリーウェアの通信ソフトでは

最も人気のあるソフトであり、取り扱いマニュアルWTERM.DOCファイルが同梱されてい

るので、設定方法や詳しい取り扱い法はそのドキュメントファイルを参照されたい。

まず、 WTERMのあるディレクトリー移動するか、バッチファイルを作っておいて [wterm]

と入力し、 WTERMを起動すると立ち上がり画面が表示される。ファンクションキーには各

種の機能が割り振られており、 「f・5」 （ダイヤル）を押すと図 lのような、各種パソコン

通信サービス一覧 (BBSリスト： Bulltin Board System) が表示される。電話番号等の設定

は該当する BBSリストの所にカーソルを持っていき、 「M」を押すと図 2のような設定内容

が表示されるので、書き込みなり、修正を行う。書き込みや修正が不要ならば、該当リストの

所でリターンすると呼び出しメニューが表示され、モデムが作動して BBSを呼び出す。なお、

モデムの各種設定は各モデムに付随しているマニュアルを参照すれば良いが、初心者には容易

でない時もある。 WTERMのドキュメントファイルには、各種モデムに対応した設定例があ
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るのでこれ してもよい。

サーピスに接続した後は、 IDとパスワ如,_ドを入力し、各サービスのメニューに

よい。以下に通信サービスの概要を示すが、細部についてはそれぞれ「案内」や「お知らせ」

るので、それを参照されたい。

51-60 HHS LIST 

51 41-50 BBS LIST 

52 41 31-40 BBS LlST 

53 42 31 21-30 BBS Ll 

54 43 32 21 11-20 BB 

55 44 33 22 11 01-10 BBS LIST 

56 45 34 23 12 1 Nifty-Serve 

57 46 35 24 13 2 海外安全ネットワーク

58 47 36 25 14 3 農林計算センター (BBS)

59 48 37 26 15・ I 4 農林計算センター (ACOS)

60 I 49138 , 27 16 5 筑波ネット

50 39 28 17 6 PC-VAN 

40 I 29 18 7 熱研ATLAS

30 19 8 地球科学技術情報ディレクトリー

20 ， 沖縄News

---• 10 

HELP : ヘルプ表示

図 1 BBSリスト一覧
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BBS番号 ： 3 

1 I BBS 名 農林計算センター (BBS)

2 I電話番号 ： oxxx-xx-xxxx 
3 回線設定 ：通常[NT  T回線］

4 I 1 o円で可能秒数： 180秒

5 I個別MODEMJマンド ：使用しない

6 スピード bps : 4800 bps 

8 ローカルエコー： OFF 

A 1クセス可能開始時： 00:00 

C 夕,,イレり卜 UP : 指定なし

Q I I D
 

R Iパスワード

7

9

B

D

 

目安距離 ：使用しない

MNP 選択 ON  

Hセス,,J~-7· 指定 区分なし

7りセス可能終了時 00:00 

ク＂イレりト DOWN 指定なし

BPLUS 自動起動 使用する

ログファイル名

カット11'・.,乃ー送信 高速送信

SI/SO (リ7卜lN/OUT) しない

STOP BIT: 1 (N81) 

STOP BIT: 1 (N81) 

E ZMODEM自動起動：使用しない F 

G ログ作成選択：記録する IH 
I 了ッ7"[l-ド改行桁： 0 J 

k 漢字士ドの種類：シフト JI S L 

M I RS232C t-ド ： !¥゚リティ：なし BIT:8 

N n (71イル転送）： /¥0リティ：なし BIT:8 

0 I ,, (キャうクタ- ) : CRJ千送信時：CR 送信時：CR 

p t-卜日が杓文字列

” 続き

DELJ-ド：BS 

: xx記入済み x確認はReturnくー自分の ID

xx記人済み x確認はReturnくー自分の1¥0ス平ド

↑ ↓ No:1-R ESC: 中止

図2 BBS名の登録／変更画面
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WTERMはパスワード入力後は自動的にログを取るようになっており、開始時にスクリー

ンの右上に瞬間的に「記録開始」というメッセージが表示されるが、なかには自動的にログの

取れない通信サービスもあるので、その場合は「 f・9」を押すとログが取れるようになって

いる。検索内容等を編集し、印刷したい時はこのログファイルをスクリーンエデイターかワー

ロソフトで編集加工し、印刷すればよい。ただし、ワープロソフトによっては拡張子を書き

換えてやる必要がある。

通信終了時はログイン時刻とログアウト時刻や回線料金等が表示された後、自動的に接続

終了しない一般の通信サービスでは「01+」という表示がスクリーン に出るので、素早く

「＋サ」とプラスを 3回入力する。これは使用するモデムによって異なるが、接続の強制終了コ

マンドである。コマンドが受け付けられると「OK」の表示がでるが、さらに電話回線切断する

めに「ATZ」等と人力する。続いて「 f・8」を押すと、 WTERMを終了するかどうか聞い

てくるので「y(es)」と入力すると DOSに戻る。

4 電子メールについて

1)概要

熱帯農業研究センターは年間 20 0名余の職員を海外に派遣していた。国際農林水産業研究

センターは熱帯農業研究センターより 22名定員増となっており、派遣職員はさらに増えるも

のと予想される。現在これら在外研究員との通信は電話やファックスで行っているが、開発途

上国の通信インフラの未整備もあって、円滑な通信が行えない時があり、郵便による連絡では、

往復に 1ヶ月を要する時もある。

一般に在外研究員は、国内で研究している時と比較すると各種情報が不足した状態で研究し

なければならない。電子メールを有効に利用することにより、これら情報不足の状況をかなり

解消することが可能となる。もちろん、 ln ternetを利用すれば直接計算センターや国際研究セ

ンターのデータベースを検索することも可能であるが、 Internetを利用できなくても、検索依

頼結果を電子メールで送信することもできる。

農林水産研究計算センターの新システムは国際的な電子メールネットワークである BITN

ETや研究機関の学術ネットワークである Internetが使用できるようになっている。

電子メールは電話やファックスのように使用回線が限定されておらず、通信事情の悪いアフリ

力等では人口衛星によるサービスが行われているネットワークもあり、相手に着信する可能性

がより高い。

国際農業研究協議グループ (CGI A R  :Consultative Group on International Agricult 

ural Research)傘下の研究機関は開発途上国を主として現在世界各国に 18機関有り、本部以

外にも各国に支部がある機関が多い。 CGIARはこれらの機関の連絡を密に、そして迅速に

行うため、支所を含めて CGNETを構築しており、電子メールによる連絡網が構成されてい

る。この CGNETはInternetとも接続されているので、計算センターの新システム MAFF

I Nから ID@cgnet. comで各国ヘファイルの送受信ができ、熱研の長期在外研究員

が滞在している機関等とも交信できる。 CGNETはコンピュータネットワークであるので、

電子メールのみでなく、共有しているデータベースを各支所等からも検索できるようになって

いる。

国際農林水産業研究センターでの国際電子メール使用状況であるが、インドの国際半乾燥熱

帯作物研究所 (ICR  I SAT) とは頻繁に電子メールの交信を行ってる。また、エクアドル
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に派遣され は日 での メ が可能になっ しかし、これには

ようとするファイルを 7ビットでバイナリー化する必要があり、そのためのソフトが必要にな

, l'JXのパソコン通信で使用されているフリーウェアの優れたソフトがある。カリフォル

にある CGNETサービス事務局に電子メールで情報提供を依頼したところ、 38 0 0 

のメーリングリストを、やはり電子メールで 3つのファイルに分けて送って頂いた。まい、、や

とは別に CGNETに関する資料も郵送して頂いた。この他、カナダの国際開発研究セ

-(IDRC)情報科学システム部門とは OECDの研究プロジェクトデータベースフォー

ットやシソーラスに関する情報交換、ニューヨークにある世界銀行のアフリカ農業研究プロジ

ェクトからは CDS/ISISデータベースの寄贈、ハワイ大学の IBS NAT (lnternatio 

nal Benchmark Sites Network for Agrotechnology Tran プロジェクトからは作物生産モ

ルの寄贈、 IR R Iの図書館等とそれぞれ電子メールを使用してコンタクトし、成果を得て

いる。国際電子メール網はいずれもここ 2~3年に整備された所が多く、まだそれほど一般に

使用されていないせいか、いずれの機関も親切な対応をしてくれた。英語の苦手なこちらの返

信がむしろ遅い状態である。

電子メールには本文以外に、どのようなネットワークを経由して来たかが解るヘッダーが付

いているので、配信されたメールのヘッダーを見るだけでも、各種ネットワークの存在が解っ

て興味深い。また、相手の IDがホストマシンに登録されておらず、メールが配信されずに戻

ってきたときなども、その情報が付加されるようになっている。これまでのところいずれも In

tern etでの交信であるが、大部分は数時間以内に相手のホストマシンに届いているようであり、

国内のバケッリレ一方式で配信されるメールと大差ない。現在のところ利用者である我々は送

信するファイルサイズも数キロバイト以内の大きさであり、週に 1、 2度であるため、電子メ

ールの使用料金を気にしないで使っているが、 CGNETダイレクトリーを送信してもらった時はフ

ァイルサイズがかなり大きかったため、相手が送信料もかかっているとコメントしていた。こ

の点 BITNETはいわば草の根的な電子メールネットワークであるので、接続ポイントまで

の電話回線料金のみで通信できるメリットがあり、開発途上国も含め BITNETでの交信を

希望している機関も多い。

いままでのところ、電子メールによる国際交信は英語で行っているが、派遣職員とはできれ

ば日本語で行いたい。それには相手が日本語を表示できるパソコン等を持っていることが前提

となるが、パソコンで使用されている 8ビットのシフト JI Sコードはワークステーションに

よっては経由する時に 7ビットコードに変換されるので、前記したように送信時にあらかじめ

7ビットに変換しておく必要がある。受け取ったメールをパソコンで読むには逆変換が必要に

なる。また、 EUCコードを使用しているワークステーションもあるので、できれば送信先の

ホストマシンが何であるか解っているほうが良い。

I n t e r n e tは昨年の 4月からは大手の商用パソコン通信サービスである NIFTY-

S e r v eや PC-VANとの電子メール交換も可能となった。また、アメリカ合衆国の大手

商用バソコン通信サービスである CompuServeとのメール交換も CGNETと同様の

形式で行える。最近は電話回線とパソコンのみを使用して、電子メールやファイル転送が行え

るソフトも安価で市販されており、ネットワークが無い所ではこのソフトも一考の価値がある。

国際研究センターは、これらの電子メール網を有効に利用して、在外研究員等と緊密な連絡

や情報提供、各国の生活• 安全情報等の収集を予定している。開発途上国については CGIA
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R機関以外の情報が少ないが、数年内に急速な普及が予想されるので、ネットワークに関する

各種情報を収集中である。ネットワークの接続状況や可能性については専門的な知識を要する

事が多く、これらに関して派遣職員からの情報はほとんど得られないので、研究拠点となって

いる各国の電子メール事情を早急に現地調査をする予定である。

2)具体的な利用法

(1) パソコンでファイルを作ってから送る

まず、送りたい文をワープロで作っておきます。電子メールの使用法にある程度慣れるま

では、テキスト形式でセープしておいたほうが良いと思います。この場合、最初の行に

角英文でタイトルを次にように入れておくと、相手が整理し易いでしょう。

Subject: This is a test e-mail from Suzuki. 

本文は 1行空けてから書き始めて下さい。一太郎等のファイルを送ることもできますが

(bma i lで）、若干方法が違いますし、通常はMAFFIN内でしか使用できません

のであまり勧められません。次に、作成したテキストファイルをサーバーに以下のように

送ります。なお、 （）は説明です。

f t p s s 2 (Section Server 2) 

［ログイン名］

［パスワード］

ここには何らかのメッセージが出るが、プロンプトが出たら、

put file. txt (ファイル転送）

うまくいった時は、その旨のメッセージと送信に要した時間等が表示される。

ファイル転送セッションを切る。

b y e 

次に、サーバーにログインする。

telnet ss2 注） ：平成 6年度には大規模構成システムが導入

［ログイン名］ される予定である。そのときは ss 2が

［パスワードJ s sと変更になる可能性がある。

1 s - 1等で先に送ったファイルを確認後、送信する。

mail id@aaaa. bbbb (. CCC,  dd)<file. txt 

初めての方は、練習として以下の所の IDに送ってみて下さい。

mail info@jircas。affre. go. jp<test. txt 

とすれば届きます。この形式で世界中にメールが届きます。もっとも、最近の通信ソフト

は ft pを意識しないでよいものも有るようです。また、 windows NTでも同様になるよ

うです。

(2) サーバーのエディターを利用する方法

この方法はメールツール e1 rnを使用して行う方法です。サーバーにログイン後、 elmと

入力して改行するとメールツールが起動し、初期メニューが表示されます。メニューに従

ってM (ail) と人力すると、相手先の idとタイトルを聞いてくるので入力する。カーボ

ンコビー (Cc)が必要でないときは何も入力せず改行すると、デフォルトのエディター

V iが起動し、文章作成画面となる。文章作成後セープすると、 S (end) が表示されるの

で修正が必要でないときは、改行すると電子メールが送信される。

-7-



通常、デフォルトのエディター V iは使いずらいので Fi a n lエデイターを使用する

ことが多い。この場合はメールツールの環境設定をする必要があるので、以下のように

る。まず、 1s - a lでログインしたディレクトリ（ホームディレクトリ）を表示する

と下位ディレクトリに.e l mがあることが判るので、このディレクトリに以下のように

移動する。

C d /. e l m 

次にこのディレクトリに Fi a n lエディターを使用して環境設定ファイルを作る。

fe elmrc 

と入力改行した後、 editor=fe としてセーブすれば良い。また、メールの最

後に、いつも自分の住所等を記入するのは面倒なときは si g nファイルをこの e1 m r 

Cに以下のように作っておけばよい。

fe sign 

として、ここの自分の住所や電子メール id等を書き込んで置けば、メールツールで文章

を作成するときに、自動的に付加される。

(3)受け方

e -ma i 1がどこからか来ている時はサーバーにログインすると

You have mail 

というメッセージが最初に表示される。 この時はmai 1と入力してもメールが読めるが、

文が長いとモニターが流れてしまうので、サーバーのメールツールを起動したほうが良い。

e 1 m 

とすると、来ているメールのタイトルが表示され、最初に N(ew)がついている。

幾つか来ているときは、番号を選んでリターンするとメールが表示される。画面に収まりき

らない長い文は、画面下に項orexx炉と表示される。スペースバーを押すと残りの文が表

示される。読み終わってメールをファイルにセープしたい時は S(ave)を入力するとデフォ

ルトファイル名が示される。同じ人から度々受け取ることがある場合は、自分の整理しやす

いファイル名を入力してリターンする。するとメールタイトル一覧の先頭が D(elete)とな

る。一つのメールが読み終わるとメールツールの初期メニューに戻る。メールツールを終了

するには Q(ui t)と入力してリターンすると、読み終わったメールを消去するかどうか聞い

てくるので、ファイルにセープし終わったときは y(es)と入力してリターンすると全てのメ

ールが消去される。消去しないでメールツールを終了すると、ログインする度に Youhave 

mai 1と表示されるので、読み終わったメールはファイルにセーブしてメールツールからは

消去しておいたほうが良いでしょう。

(4)海外と日本語で交信するには

派遣職員とはできれば日本語で交信を行いたい。それには相手が日本語を表示できるパソ

コン等を持っていることが前提となるが、パソコンで使用されている 8ビットのシフト JI 

Sコードはワークステーションによっては経由する時に 7ビットコードに変換されるので、

送信時にあらかじめ 7ビットに変換しておく必要がある。

できれば一太郎やワードスターなどのファイルも送りたい。それにはフリーウェアで出て

いる「 is h」というソフトがバイナリ化も行うのでこれを使用すると良い。 7b i t変換

は
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ィゞi, 

て

パソコン通信 s
 

い。また、少し長いファイルを送りたいときはファイルを圧縮後パイナリー

ることを推奨する。 圧縮・解凍用のノフトもフリーウェアの「 LHA」があるので、

使用すると良い。圧縮の仕方は

圧縮法 ： Iha a file.* 

~
夕し

と

し

凍は

解凍法 ： lha e file.* 

い。どちらのソフトにもオンラインのドキュメントファイルが付いているので、

についてはこれを

ish file. :i:/s7 ( 

ほうで戻すには

ish file. ish 

して下さい。

(5)派遣職員等で日本語で交信したい

在外研究員の方は、一時帰国時に下記まで連絡していただければ、 LHAと IS Hを一つ

のフロッピィディスクに同梱してありますのでコピーして下さい。この 2つのファイ

にも uu e n c o d e等幾つかのユーティリティがあります。また、これらのファイルはセ

クションサーバー ss 2 user/inf o/k i k a k u /  info r 1 oの中に

emailuts. exeとして自己解凍形式で登録してありますので、 ft pで b i n a 

r Yモードでも取得できます。

参考ながら、エクアドルに派遣された伊敷さんにはこれら変換ソフトを持参してもらっ

ので、日本語で e-mail のやり取りを快適に行っています。詳しい事は企画調整部の研究技

術情報官または、海外情報部の情報システム担当者にお問い合わせ下さい。

企画調整部：研究技術情報官 鈴木光雄

Tel (81) 0298-38-6363 : 海外情報部 (63 36 : 企画調整部）

e-mai 1 : msuzuki@j i rcas. affrc. go. jp (l nternet) 

msuzuki@JPNAFFRC (bi tnet) 

海外情報部：情報システム担当者 木浦卓治

Tel (81) 0298-38-4349 

e-mail : ki ura@j ircas. affrc. go. jp (Internet) 

ki ura@JPNAFFRC (bi tnet) 

国際農林水産業研究センター内部で利用するときは jircasの後の.affrc. go. jpは不要で

す。 なお、計算センター利用者で、転勤されてきた方・される方で計算センターに変更届

等を出されていない方、電子メール等を利用するためにサーバー系登録を行いたい方は、申

請用紙は鈴木が所持してますので、上記までご連絡下さい。

5. データベース概要

l) 農林水産研究情報センター

情報センターでは農林水産業全般に関するデータベースをメインフレームの ACOS上で D

ATA-710を用いて提供している。その内訳は下記のようになっている。検索コマンド等

については参考文献のマニュアル 2、 3、 4を参照されたい。

(l)AGRIS 

FAOが作成している農林水産関係の文献情報データベース

-9-



AS A 

A S F I により さ いろ水産関係 文献情報デー ース

〈 B I OS I 

B I O S l S し いる の 献情報 ータ ース

（ ) CAB 

AB 農 タペー

J A S I 

内の の日 文献情報デ ベース

(6) RECRAS-Il 

試験研究課題情報 (7条報告） ：日 で処理 (S57p~)

(7) RECRAS * 
試験研究課題情報 (7条報告）：英数カナで処理 (S49~56)

これはリムーバルパック磁気ディスクで運用されている。

(8) NCAT 

図書資料所在情報：外国語及び日本語逐次刊行物

(9) FBOOK 

図書・資料類所在情報 タベース

これらのデータベースは、本館 6階の計算機室に設置されている ACOSの専用端末であ

るS3 1 0 0でも利用できるが、熱研 LAN(Local Area Network)のホストマシンであるHP90

00/720や X端末、および LANに接続されているパソコン等からも直接検索できる。但し、こ

れらのデータベースには著作権があるので、検索結果の出力はモニターまたは専用端末に接続

されているプリンターからの印刷のみが許可されている。

2)農林交流センター

外国の国公立の農林水産研究機関概要として、イギリス、フランス、ドイツ、アメリカ合衆

国の農林水産関係の国立、公立の研究機関に関する情報が整理されており、データベースソフ

ト「TheCard 3」で検索できるようになっている。収録されている研究機関数はイギリス 85、

フランス 10 6、ドイツ 94、アメリカ合衆国 35 6の合計 64 1である。

検索できる項目は検索番号、国名、研究機関の所属省庁名、研究機関名、所在地、電話番号、

テレックス番号、研究員数、研究内容、出版物、備考、機関原語名、ファックス番号である。

3)熱帯農林業研究技術情報データベースシステム

これまでにカード型データベースソフト (NINJA4)を使用して幾つか構築している。

カードデータの 1例を図 3に示す。

ここでは構築した主な 4種のデータベースについて解説する。このうち (1)と(4)はLANホ

ストのデータベースソフト「 informix」にもデータ変換されているので、ネットワークに接続

されている X端末・パソコン等からも検索できるようになっている。

(1)熱研刊行物データベースシステム (TROPIS:Tropical Agriculture Research Center 

Periodicals l nform a tion Sys tern)熱帯農業研究センターで刊行されていた 6種の刊行物課題

の文献データベースで「熱帯農研集報」、 「JapanAgriulture Research Quarterly:JARQ」、

「熱研資料」、 「PROCEEDINGSOF A SYMPOSIUM ON TROPICAL AGRICULTURE RESEARCH:TARS」、

-10-



トー→

トー

三 三三□三 BE3□三
[ 1] B: TR  O P I S. CR  D 3203f牛 No.1

[1] -------—項目名―--------+ ---------*-------1------*-------2-------,i:------3-------*------4------,i:------5--

1 : NAME 

2: NUNB 

3: PAGE 

4: YEAR 

5: TL  

6: AU  

7: SUB-1 

8: SUB-2 

9: SUB-3 

1 0 : IT M-1 

1 1 : ITM-2 

1 2 : ITM-3 

1 3 : CTRY 

l 4 : RMK-1 

1 5 : RMK-2 

JARQ 

2 3 (4) 

2 7 6 -2 8 1 

1 9 9 0 

: Economic Evaluation of Appropriate Agricultural Ma 

: chinery in Indonesia 

: SU ZUK!. M. 

: AGRICULT MACHINERY 

: GENERAL MACH !NERY 

: AGRICULTURE-GENERAL 

: !NDONES IA 

;GENERAL FARM EQUIPMENT 

, JARQ 

図 3 N i n j a 4 カード表示例

1頁 l行 1列挿入



「TECH詞；じ八LBULL IT !N 

7) 

これまでの

JARQ 

さ

L19~ 

ヽ

は 3象 課題で、

1 2 4 4 

ARS : 7 0 5 

Technical Bulletin : 7 8 

l O 6 5 

1 7 

」の

は

目 できる くは

うになっている。

(2 イド画像

Research Slide Information 

スシス TROSI i cal iculture 

国で撮影したスライドに撮影場所

簡単な解説等、 15項目が検索できる。なお

キャビネヅトに保管されているので原画を見る

るも

のス たい時は

より¥文字情報と

オテープにバックアップされてい

しくは参考文献） 7を参照されたい

一体化して検索できるマルチメディア

ステム 構築する している。

は6, 8 1 0枚で、 は ようにな ている。

＊ 国別枚数 ＊ 分野別枚数

① マレ シア (732) 稲 (1211) 

夕 イ (655〉 ② 畑 {1179) 

日 本 (525 ③ 植 (811) 

④ イ ド (404) 産 (744) 

⑤ インドネシア (318) 遺伝資源 (4 7 7) 

エチオピア (167) ⑥ 情 報 (450) 

フィリピン (142) 野菜生産 (413) 

⑧ ベトナム (105) ⑧ 林 業 (2 8 3) 

⑨ その他 (3384〉 ⑨ その他 (1108) 

(3)熱研電子ファイルシステム (TRODIS:Tropical Agriculture Research Optical Disk 

In formation System)主に前調査情報部の部長叡研究技術情報官（現国際研究情報官） ． 
研究官等か海外調査時に収集した資料のうち、散逸し易い研究機関のパンフレット等や熱

研職員の帰国報告等を電子ファイル化したもので、対象分野魯対象作物等 14項目が検索で

きる。資料はイメージスキャナーでイメ で、～ンアータとして読み込まれており、検索結果の出

力はレーザープリンターで行う。なお、本システムは主に当センターの戦員が利用するシス

テムとして構築している。詳しくは参考文献 7) を参照されたい。

これまでの収録件数は 4,2 3 2課題で、国別の内訳は以下のようになっている。

① 中国 ： 2 8 6件

② 日 本 ： 2 6 2 

③ タイ ： 2 6 0 

④ アジア ： 2 3 6 

⑤ インドネシア： 2 2 1 
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2 l 3 

アメリカ ， 
パキスタン 1 7 5 

フィリピン l G 0 

⑩ ｝し、 l 5 9 

(4)熱帯農 ータベー (NE NO) 

熱帯農業学 日本に ける に る各分野の

熱 に携わる にと て、研究動 の情報 に、

である。 1957年の第 1巻第 1号から最近の第 37巻第 3号まで、 1.611 

ている。課題分類、日硲英タイトル等、 l0項目が検索できるようになク□て い

されているタイトル等の主な内訳は以下のようになっている。

＊ 課題分類 ＊ 国

① 研究報告 740件 インド

② シンポジ ーム 248 ②夕 イ

研究集会 109 ③インドネ

料 95 ④ブラジル

情報および資料 73 ⑤マレイシ

⑥ 特別研究 52 ⑥フィリピン

＊対象作物別

① 稲またはイネ 169件

② 油 70 

③ 壌 53 

④ 病害虫 65 

⑤ 豆またはマメ 48 

⑥ とうもろこしまたはトウモロコシ： 35 

⑦ さとうきび またはサトウキビ ： 34 

(5) inforrnixについて

92件

57 

ア 51 

8 

2 

16 

,, 

このデータベース管理ソフト (DBMS)は海外情報部のデータベースサーバー Fujitsu

S--4/LCにインストールされており、 DBサーバーに登録していれば誰でもネットワー

クから利用できる。最新バージョンは計算センターのアプリケーションサーバー bにインス

トールされている。

informi xに変換されているデータベースは TROPISとNETUNOで、データファイ

ル及び設定項目は以下のようになっている

検索は全てスクリーンフォームを使用して行うようになっており、検索結果もスクリーン

フォームをと同様な形式でファイルに落とせるようになっている。
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ァイ

設定項目とデータ型等

(TROPIS) (NETUNO) 

列 ータ型 さ 列 名 ータ型 長さ

title char 115 category char 20 

author char 30 Ltitle char 115 

journal char 30 itle char 13 0 

p_year char 10 author char 50 

volume char 10 journal char 40 

J_” page char 10 volume char 10 

country char 20 j_page char 10 

remark」 char 20 p_year char 10 

remark立 char 20 key_word char 65 

char 20 abstruct char 350 0 

sub_2 char 20 

sub_3 char 20 

it em_1 char 20 

item立 char 20 

i tem_3 char 20 

(6) その他

国際農林業協力協会の出版物及び国際農林業協力（季刊）、国際農林業協力情報（隔月刊）、

農林業協力専門家通信、世界の畜産、京都大学東南アジアセンターの東南アジア研究及び叢

書、国際農業機械化研究会が出している NewsLetter、南方資源利用技術研究会誌等も入力

項目は 6項目と少ないが、データベース化している。また、熱帯農業研究センターの派遣者

データベース等も構築を予定している。

Internetは世界中にアクセス可能で、データベース検索等もできる。ここにはサーバー・

クライアント方式の Gopherと呼ばれている方法で、世界各国の大学や機関が各種情報

を提供している。さらに最近はW WW(World Wide Webstar) と呼ばれるマルチメディア情

報がハイパーテキスト形式で提供されている。 WWWでは気象衛星「ひまわり」の最近の画

像等も得られるし、ゴア副大統領の「情報スーパーハイウェー」構想等も写真・音声付きで

見聞できる。今後このような情報を有効に使用することも情報収集の一環として重要である。
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4) 農林水産省情報 (AFFTlNET)

国際農林水産業研究センター海外情報部では、 PC-VANはAFFTINETを利用する

ために加人しているので、 「番号またはコマンド (H,Q, J) =」との表示が出たら、 AFFTIN

ETへ直接入るためにジャンプコマンド 「J AFFTINET」と入力する。そうすると、

「農林水産技術研究情報 に移ります。」と表示され、システムパスワードを聞いてくるので、

それを入力する。

PC-VANの初期メニューは以下の表示 される。

1這今週の新サービス

2. S I G 

3. 電子メール

4 • 電子掲示板

5 • マガジン／小説／ゲーム

6. OLT (*) 

7. GEn i e/DB/他BBS

8. ニュース／スボーツ／天気

9 . マネー／ビジネス／翻訳

1 0. ショッピング／情報ファイル

1 l. VAP (試験運用中）

1 2. 0 SL検索ガイド

1 3. PC-VAN利用情報 9 / 2 0 (無料）

Q. 終了

AFFTINETに人ると、農林水産技術情報協会からのお知らせ類が表示された後、以下

の初期メニューが表示される。

農林水産技術研究情報 (AFFTINET) 

I . 電子メール

2. 電子掲示板

3. 情報提供

E. CU  G終了

1の「電子メール」のメニューは以下のようになっている。

1 . メールを読む

2. メール送信/FAX配信

3 . 送信メール／配信 FAX一覧

4尋宛先グループメンテナンス

5. 不在者通知

-15--



6心 PC-VAN

8, I D設定(¥)

」のメニューは

と、

の

(¥) 

のよう

）レ

コミュ

ユ・-

ショ の

される。なお、 (¥) 

II-
ーr2

ク

での

し＼てし＼

るサ は

の続きから

2. 最新のものから読む

3. タイト の表示

4 • メッセージを書く

ここには AFFT!NET加入者からの情報や意見交換の場となっている。

3の「情報提供」メニューは以下のようになっている。

1名農林水産省の情報 2 . 農林水産技術会議の情報

3 • 農林水産省試験研究機関の情報 4論農林水産省の組織と人事

5 • 公立試験研究機関の情報 6. 研究支援施策の情報

7 . プロジェクト研究情報 8. 研究成果情報

9。バイテク情報 1 0澤‘ノフトウェア情報

1 1 . 学会・民間・団体等の情報 1 2. 情報協会からのお知らせ

この情報がメインであり、これらはさらにサプメニューが有るか、情報番号、枚数、タイト

ル、総数等が有り、農林水産省の各種の情報が得られるようになっている。

各種情報を見終わったら「 E」を人力して AFFT!NETを終了すると、 PC-VANの初期メ

ニューに戻るので、 「Q] を入力して PC-VANを終了し、パソコン通信回線を切断する。

5) 海外安全ネットワーク

通信ソフトのメニューより海外安全ネットワークヘ接続し、 ID ・パスワードを入力すると、

「ようこそ海外安全ネットワークヘ」というメッセージに続いて、事務局からのお知らせや、

最近入力された世界各国の最新安全情報が幾つか表示された後、事務局の連絡先が表示されて

TOPメニューになる。 TOPメニューは表 lのように 6つの基本メニューで構成されている。

表 l 海外安全ネットワーク TOPメニュー

1. お知らせ

2. 電子メール

3. 外務省発出最新情報

4. 外務省情報
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の「

5. （事務

6さ

E. 

§,,い., メ ューについて に

せ ぶと、最初に

は セスポイント

ぶと，沿 メールの

ら表示さ

ぶと、最初に情報数

ので冷見たい情報の

る。

さ汗ハ

6の 報はパスワ

終わって、

ド変更、会員一覧、端末

の情報を見るには"e "を

日付念題

についてである。

゜

ん

にその

行キー

" 

6) 新聞記事 DB

海外情報部ではNIFTY-Serveを利用しているので、

4の外務省情報を選ぶと、利用の方法が表示され、番号、匹図い

ライブラリ名が表示される。ライプラリは【アジア】、 【北米】のよ

けてられている。最新情報には、渡航情報、

されており、基本情報には、国・地域別安全のための基礎情報、

の平引きが所収されている。この他に各種統訂＼テロ関連情報、その

のための実用情報、外務省の行政サービス、加年末までの安仝情報等の

る。

5のトラベル情報は事務局提供の情報で、トラベル情報の

ラリは都市別最新トラベル情報、国殺

ある。

、地

、海

ラリもあ

る。ラ

報の 4

沌i

で

に関するものである。

るとトップメニュー

これについて解

される。

る。

NIFTY-Serveは富士通系の日本国内最大のパソコン通信サービスである。アクセスポイントは

国主要都市にあるので、電話回線使用料金はさほどかからない。

ると最初に表 2のトップが表示されるので、 8の新聞・雑誌記事情報

メニュー・ゃ・・というように順を追って行く方法もあるが、朝日新聞記事の検索

うように、あらかじめ決まっているならば、 "GO"コマンドを利用して"GOASAHI"と

3つの階層メニューを飛び越して、 l直接朝日新聞記事データベースに到逹できる。

のサ_,ビスは基本料金の他に 1分間 80~150円程度の追加料金が必要とな匂 0

済新聞記事情報のように別個に月 5,0 0 0円課金されるサービスもある C)

新聞記事データベース以外にもNIFTY心-Serveは各種データベースベンダ--/',,.の接続サービ

行っており、これらのデータペースベンダーヘ登録していれば、 "GO"コマンドを使用してその

ータベースが利用できるようになっている。

現在これらのパソコン通信サービスは海外情報部が利用しているので IDは海外情報

加人しており、パスワードは研究技術情報官が管理している。

ヽソ、の階

いとい

すれば
、,.

ら個々ヽ

に、日
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2 NIFTY-Serve TOPメニュー・

L サービス案内・

5. フォー

7. 企業／経

9. 生活／教

ピジネス

職

11. ワープロ／コンピュー V ―
13. 海外データベース (l

15. ビギナーズコーナー

E. 

2. 電子メー

4. CBシミュレータ

もニュース／スポーツ

3 新聞・雑誌記事情報

頂趣味／旅行／ゲーム

12. ショッピング／アドコーナー

14. コンピュサープコーナー

16. 他ネット接続サービス

ここでは階層を追って順次説明する。まず、 8を選んで改行キーを押すと、

新聞・雑誌記事情報 ARTICLE 

L ニュース記事情報（新聞社系）

3. 雑誌記事情報

2. ニュース記事情報（通信社系）

4. 雑誌新聞総かたろぐ

というメニューが表示される。 1の新聞社系ニュース記事情報は以下の 20の新聞記事データ

ベースがある。

ニュース記事情報（新聞社系）

1. 朝日新聞記事情報

3. 日本経済新聞記事情報

5. 日刊工業新聞記事情報

7. ワシントン ポスト

9、シカゴ トリビューン

11. タイムズ＆サンデー タイムズ

13. 日本農業新聞記事情報

15. ASAHI ONLINE DATABASE 

17. USA  TODAY 

19. ロイター• 海外新聞記事情報

PARTICLE 

2. 読売新聞記事情報

4. 毎日新聞記事情報

も毎日新聞写真データベース

8. ロサンゼルス タイムズ

10令フィナンシャル タイムズ

12. ガーディアン

14. 日本工業新聞記事情報

16. MAINICHI ONLINE DATABASE 

18. 日本食糧新聞記事情報

20. 産経新聞記事情報

2の通信社系ニュース記事情報は以下の 6つの新聞記事データベースがある。

ニュース記事情報（通信社系） WARTICLE 

L 共同通信記事情報 2. 共同通信・全国有力新聞記事情報

3. NHKニュース (TV)原稿ファイル 4. タス通信(TASS)

5. UP  I通信 6. ロイター通信
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3の雑誌記事情報 の 10 

雑誌記事情報 MART!CLE 

1. AERA記事情報

3嬌 アジアビジネス情報

5. 米国一般雑誌記事情報

7, エコノミスト記事情報

9. 一般雑誌記事インデックス速報

ータペースがある。

2. 週刊「エコノミスト」速報

4. マグロウヒル記事情

6も米国ピジネス誌記事

8. 週刊・月刊雑誌タイト

10. 国際動向週報

4の雑誌新聞総かたろぐは、個々の新聞記事 タペースと同様のメニューになっている。

個々の新聞記事データベースに入ると追加料金が必要であるメッセージに続いて、概要及

サービス提供時間、当該サービスの使い方が番号で選べるようになっている。ここまでは追加

料金は課金されない。検索サービスに入るには課金される事が解るように(¥)マークが表示

されている。

検索はコマンド等は以下のようになっている。

S : SEARCH 

B : BROWSE 

p 1 : タイトル出力

p 2 : タイトル及び前文出力

p 3 : タイトル及び全文出力

ROMA : ローマ字カナ変換起動

KANA : ローマ字カナ変換停止

LOGOFF : サービス終了

F T  : フリータームで任意の言葉で検索でき、記事本文に含む全ての記事を探す。

T I : フリータームであるが、タイトル中に含む全ての記事を探す。

CL : 分類コード表にある主題別に決められた 83 4種類の分類コードが利用できる。

DT  : 新聞の発行日での検索。

検索例を示すと

→ S FT ネッタイ

とすると、 1~2分で

12345 ケッテ＆ス(¥1)

のように結果がかえってくるので、さらに絞り込みを行う。 AND検索で 2つの概念で検索

することや、日時を限定して検索することもできる。なお、検索された新聞記事はタイトルを

p 1コマンドで表示できるが、タイトルの最後に（全 65 0字）にように当該記事の文字数が

示され、全文を表示するか、抄録のみにするかの参考になるが、中には（全 0字）と示される

記事もある。これは著作権の関係で表示できない記事の場合が多い。
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データ ス にも、 トップメ ーの 10冷 11等 セスすると、各種

リーウェ

スと

ェア ソフト こと

7) INFOCUE 

NIFTY-Serveトップメニュー 13の海外データ

である。 INFOCUEとは米国TELEBA 

゜

(INFOCUE〉は、海外のデータベ

Systems, Incが開

サー

令

｝,7 
ーし

ートウェイ方式によるデータベース検索サービス EasyNet--the Kn  owled 

e Gateway-(S,M,) の日本向け名称で，'これに接続することによって、欧米の

ラインサービスに含まれる約 85 0のデータペ-"スが利用できる。接続可能な主なサービ

以下のようになっている。

(1〉 BRS :i: 

医学、生命科学、教育、エンジニアリング及びビジネスに関する書

ースを提供している。

(2) DIALOG)!( 

報、抄録、

び全文デー叩タベ

データペースを提供しており、ビジネス、科学、経済、法律、心

理、新聞情報などをカバーしており、単独では世界最大のデータベースサービスで、 40 

0種以上のデータベースファイルが有る。なお、 DIALOG単独ならば紀ノ国屋書店等と

れば使用できる。

(3) PROFILE;i:(英国）

国際ニュースをはじめとする、外電、ラジオ放送、新聞等の全文データベースで、英国

の企業情報等のカバーしている。

(4) QUESTELi (フランス）

化学とヨーロッパの特許情報について広範囲にカバーしている全文データベースで、人

文科学、社会科学、医学、ビジネスやニュース等も含んでおり、英語とフランス語で提供

されている。

(5) G. CAM-SI NORG (フランス）

主としてフランス語のデータベースによる全文、抄録、書誌情報を提供しており、国際

ニュース、教育やフランスのビジネス、政府関係のニュースが含まれている。

(6)Data-Star(スイス）

ヨーロッパを出所とする情報を広範囲にカバーしており、科学技術、医学関連、社会科

学、人文科学等が含まれている。

(7) Pergaman Financial 

ヨーロッパの情報を中心としたピジネス分野をカバーしており、書誌、抄録、全文情報

を提供している。

(8)0RBIT 

化学、特許、薬学分野をはじめとして、化学技術関係の書誌情報、数値情報、全文情報

データベースを提供している。

(9) H.W.WI L SON;i: 

技術、教育、ビジネス、美術、応用科学、社会科学および図書館学分野のデータベース

--20-



してい匂 0

NEWSNET 

学、コンビュ

、特に

(1 1) UV//TE 

ジャーナル

塚

である。なお＊印の付い

きるようになっている

(Common Com麟 nd

なお, !NFOCUEは国際

ヽ

金される。 lNFOCUEに含まれるかなりのデ--、夕はNIFTY-Serveにも

まず、こちらを検索してみるほうが経済的であろう。

の

コン

サ ス間での

ータ

まれている。

ロスペース、

＆ニューズレタ

で

よびアメリカ政府の

く提供している。

している。ピ ヽ

なータペースサービスは、同一コマンド

ーチのコマンドは rso (国際標準

仕様に準拠している。

国に接続しているので、少しのアクセス

ヽ

ューズワイヤ

な

ピュサーブコーナーは NIFTY-Serve専用の国際

サービスにアクセスできるようになっている()し

メールの は できない。

(1) 科学研究費補助金研究成果概要データベース

(2) 学位論文牽引データベース

(3) 学会発表データベース

(4) 学術論文データベース第一系（電子）

(5) 学術論文データベース第二系（化学）

(6) 学術論文データベース第五系（理学）

(7) 海外研究プロジェクトデータベース

(8) 民間助成研究成果概要データベース

(S) 経済学文献牽引データベース

(10) 学会予稿集電子ファイル

(11) 維新史料概要データベース

(12) 木簡データベース

(13) 研究者ディレクトリ

(14) データベース・ディレクトリ

(15) 家政学文献索引データベース

で、アメリカ

℃匁日本

(CCL 

の共追コマ

の

でも

されているの、、

の

り

ノゞ ソ

ふ‘゚‘p • 

8) 学術情報センターデータベース

学術情報センターはこれまで大学等の研究者に対して、各種データペースヘのアクセスを

していたが、平成 5年 8月 1日より利用資格の拡大を図り、国公立試験研究機関の研究職員

や図書館職員も利用できるようになった。以下のデータベースがパソコン通信でアクセス可能

であるが、課金される。

区費

A

A

A

A

A

A

A

A

A

A

B

B

A

B

B

経用利

・-21一



(16} RAMBIOS 

〈17) センサーデ

(18) 目録所在情報

(9) 目録所在情報

(20) 目録 報

ス

ペース（和図書）

タベース（洋図書）

ータベース（

B 

B 

B 

B 

B 

(21) 目 ータベース . B 

(2 2) アメリカン澄センター図書館総合目録データベース B 

(23) 学術関係会議等開催情報（日本学術会議編） B 

(24)学協会集会スケジュール（日本工学会編） B 

、情報検索サーピスの は以下のようになっている。

経費区分A 接続料 5 0円／分、ヒット料 1 3円／件、

ファクシミリ出力 3 4円／枚

経費区分 B 接続料 3 0円／分

9) 地球科学技術情報ディレクトリシステム

日本科学技術情報センター (JICST) は地球環境を含む地球科学技術に関する観測

タの所在情報を日本国内の研究機関にアンケートを出して収集しており、これをデータベース

化してサービスしている。

本システムは JI CSTディレクトリーシステムと宇宙開発事業団 (NASDA)地球開発

センター (EO C) の国際ディレクトリネットワーク (ID N) システムのデータ検索ができ

るが、米国航空宇宙局 (NASA) で開発されたものであるので日本語に対応しておらず、検

索等は全て半角の英数字で行う必要がある。

検索は各メニューに沿って行うようになっており、主な項目は下記のようなものである。お

な、各項目にはさらに幾つかの下位項目がある。以下ユーザー操作説明書より主な項目を

1 Parameter (測定・観測項目）

l) Radiance and Imagery (放射輝度と結像）

2) Magnetic and Electric fields (磁場・電場）

3) Atmospheric Composition (大気中の成分）

4) Atmospheric Dynamics (大気の動力学）

5) Earth Radiative Processes (地球放射課程）

6) Ocean Compos i1 ion (海洋の組成・成分・性質）

7) Ocean Dynamics (海洋動力学）

8) Hydrologic Parameters (水門学部門）

9) Geological Parameters (地質学部門）

l O) Geodynamic Features (地球力学分野）

1 l) Geography and Land Cover (地理学及び地

1 2) Biological Entities (生物）

~22- •~ 
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1 3) Charged Particles 

1 4) Nuetral Particles 

1 5) Solar Properties 

1 6) Astronomical Parameters 

2 Dicipl ine (学問分野）

1) Earth Science (地球科学）

2) Astronomy (天文学）

3) Planetary Science (惑星

4) Solar Physics (太陽物理学）

5) Space Physics (宇宙物理学）

3 Location (地域）

1) Earth Science (地球科学）

2) Astronomy (天文学）

3) Planetary Science (惑星科学）

4) Solar Physics (太陽物理学）

5) Space Physics (宇宙物理学）

なお、地球科学の地域は各大陸・大洋等 29に分類されている。

なお、日本科学技術情報センターはオンライン情報システム (JO I S : J !CST On-line 

Information System) を有料で提供している。 JOI Sには2,700万件を越える科学技術に関

る文献情報、新聞情報、研究課題情報（クリアリング情報）が収録されており、パソコン

でアクセス可能であるが、国際農林水産業研究センターは加入していない。

10) PC-Globe 

PC-Globeはアメリカで開発されたパソコン上で動く、安価な世界地理情報システムで、

日本語版は株式会社アクレイムジャパンが取り扱っている。

ソフト立ち上げ直後は世界地図とタイトルバーが表示される。タイトルバーには「 Hヘルプ」、

「W世界）、 「R地域」、 「C国」、 「Dデータベース」、 「Uユーティリティ」、 「Q終了」

のトップメニューがある。

トップメニューのいずれかにカーソルを合わせるか、アルファベットを入力して改行キーを

押すと、次に各項目に番号付きのプルダウンメニューが表示され、詳しい項目が選定できるよ

うになっている。以下に主なトップメニューの項目を述べる。

「W世界」のプルダウンメニューには世界地図、大陸／地域選択、グループ選択、指定国、

カーソル指定、国指定、都市選択、指定色変更がある。このうち大陸／地域選択、グループ選

択、指定国を選ぶと具体的な地域や国名が表示されて、 20 0余りの国と 1,6 0 0余りの都市

が選択できるようになっている。

「R地域」には指定大陸／地域、大陸／地域選択、グループ選択、指定国、カーソル指定、

国選択、都市選択、指定色変更がある。
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ファイ

1) SPAAR 

のアフ

に

になってい

き出し,,

al P rogra罰 forAfr i -can 

ログラム より構築さ たデータ ースで、 のアフ

クトを タベー しており "PC//ATパ ?ヽ 

。 UN 0で さ C I S I Sに づいているので、辟索ロ

CARIS さ ＼るコードと共通性 あ 、検索用 も整備

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ 文印いい、西 jぃ 主 要 地 と国

にな

、 K団~vヽヽノ こい、国比較¥

な ヽ ータ ラフ の

のハロヽ ! J ,,/.J'Iい、 口 nロヽ ノヽ 1ヨ ぷ＂“大、

(GNP)、資

と

、通貨換算、

のプリントが選択できる。

culture Researc 

に関する

、国旗、

ード等は AGRI

されている()

5. 600件のデータが英語とスペイン語で入力されており、新規データ等も追加できるよう

になっている。検索等の操作はメニュー形式でできるようになっており、初期メニューは以下

のようになっている。

C -Change data base 

L -ChanRe dialogue language 

E - IS!SENT -Data entry services 

S - lS!SRET -Information retrieval services 

P -lSISPRT -Sorting and printing services 

I -lSlSINV -Inverted file services 

D - IS!SDEF -Data base definition services 

M -!SISXCH -Master file services 

U -IS!SUTL -System utility services 

A - lSISPAS -Advanced programming services 

X・-Exit (to 

トップの一文字を入力すると、それぞれ次のメニューが表示されるが、通常利用する検索メ

ニューは「 S」と入力すると次のようなメニューとなる。

L -Change dialog language 

-24・-



B -・ Bro肖鍔 Master file 

--Display tet罰 sdictionary 

-Search for罰ulati

-Display search results 

G 衣ドxecuteprevious search 

F -Change display format 

R -Recal 1 query formulat 

p ,』・Savesearch results 

1 -Print last search results 

2 -Print a range of records 

X -Exit 

1 2) I DR  I S (Inter-agency Development Research Information System) 

これはカナダの国際開発研究センタィー (lnternat1onalDevelopment Research Cent 

D-ROMペースで作成している開発プロジェクトデ-匹タペースで、 D AI (Devel 

Activity Information) CD-ROMデータの一部である。約8,800件のデふータが SPAARと

同様に英語とスペイン語で入力されており、約 1/ 3が農業に関するデータである。

もSPAARと同じメニューを利用できるようにしている。

DA  Iは1991年の OECD総会で提案された援助機関共通データベースフォーマット CEF

DA (Common Format for Development Activity Information) に甚づいており、

「情報の共有化」と援助機関間の共同作業の助長」を目的として国際援助機関の開発援助活動

に関するデータが入力されている。現在DAI CD-ROMには下記のの機関が情報提供を

行っている。

・ID RC 

・USA ID 

・UNDP 

・I COD 

・I DB 

・UNEPA 

・C I DA  

・AI DAB 

・KFW・CESI・ILO・JICA  

• U N E P• F I N N I D A• E x p . Bank Korea 

・オランダ外務省

なお、国際農林水産業研究センターで現在行われている、プロジェクトデータを IDRCに

本年送付したので、次期の DAICD-ROMには当センターのデータも付加される予定になってい

る。

DAI CD噌OMについては、日本では国際協力事業団の国際協力総合研修所が IDR  I Sの全デ

ータ提供を受けており、次に記述した IFIC-NETでのデータ公開が待たれる。

13) IF IC-NET 

これは国際協力事業団の国際協力総合研修所が運営しているサーピスで、 (Information 

Forum on International Cooperation)の略称名である。

トップメニューは

I . 電子メール
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2' 板

3な情 報箱

の3 で、電子メールには同報機能などもある。

電 では

国際協力総合研修

国際協力事業団

3. 募集・応募

4 協力隊情報

などの情報が得られる。

情報箱には国際協力関連

国情報

国別協力情報

内

ースがあり、現在は以下の 2種か されている。

国情報には途上国での生活や、それに関連する基本的な情報が国別にデータベース化さ

ており、サブメニューは以下のようになっている。

1 . アジア地域

2 中近東地域

3拿アフリカ地域

4. 中南米地域

5. 大 洋 州

6. 欧州

各地域のメニューの下に各国別のデータベースがある。

国別協力情報には経済情勢、経済・社会開発計画、および主要援助国、国際機関の援助概要

・実績が国別に整理されデータベース化されている。 19 9 4年度からはさらに

国際協力人材情報

国際協カプロジェクト情報

図書目録情報

等がこの情報箱に追加される予定である。また、国際協力総合研修所はカナダの IDRCから

DA  I CD-ROMの提供を受けており、この情報についても公開に向けて準備作業が行わ

れている。

この国際協力事業団の情報は、国際農林水産業研究センターにとっては、関連深い情報であ

るので、今後多くの利用が見込まれる。

1 4)書誌情報データベース

情報資料課では現在購入• 寄贈単行本のデータベース化を、パソコンソフトの「桐」を使用

して行っている。図書管理に重点を置いているので、設定項目は登記番号、受領番号、受入年

月日、価格等 22項目である。現在までに約6,500冊が入力されている。

なお、農業研究センターではMAFFINを利用して、試験的に図書・資料検索サービスを

行っている。
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1 5) AG  R I COL A (AGR!Cul tural Online Acces 

報資料課が CD-ROMで購入しており、パソコンで検索できる。 19 8 4 年 ~·1 9 9 

年と 19 9 2年一現在までの 2枚があり、最新版は年 4回更新している。単行本、雑誌記事、

技術報告、特許、学位論文、翻訳資料、ソフトウェア等の書誌データベースで、米国農務省

USDA) の National gr cultural Li N L) している タベー

゜
な分野'(!;;小 。

毬農産物 資源

・農業一般 苓肥料 ・殺虫剤

泰農業史 ・保護 む林学

翰バイオテク ロジ一 ・繊維・織物 ． 壌学

焙植物学 ・飼料学 ．汚染

・昆虫学 食品・栄養 稔天候・

・園芸学 ．栽培学 ． 質

潟公衆衛生 • 生理学 ． 文学

・農村社会学 冶細胞学 嗜水耕栽培

・畜産学 ．微生物学 怜農業教育学

魯獣医学 睾ヒトの生態学 ・農業工学

・動物学 ・ヒトの栄養学 ・農業経済学

• 野生動物 葛農業におけるエネルギー ・農業用情報システム

翰農場経営 ・博物学

l 6) CURRENT CONTENTS 

情報資料課が1992年よりフロッピィディスクで購入しており、パソコンのハードディスクに

1年分を蓄積している。自然科学、社会科学および美術・人文科学分野の主要雑誌最新号目

が毎週届いている。 7分野があるが、購人は生物医学 (Life Sciences) と農学・生物学・環

境科学 (Agriculture, Biology & Environment Sciences)の2分野のみである。現在は抄録無

しの物を購入しているが、抄録付きの物もある。

1 7)筑波ネットワーク（研究者DB)

筑波ネットワークは科学技術庁の研究交流センターが運営しているネットワークで、つくば

に所在する研究機関に勤務する研究者のためのネットワークであり、現在約 1, 0 0 0名が加入

している。会員でない者もゲストでアクセスできるが、データベース利用・

ている。

は制限さ

筑波ネットワークの初期メニューは以下のようになっている。なお、この BBSは農林水産

研究計算センターが運営している BBSと同様のネットバードというソフトを使用しているの

で、 MAFFIN利用者には親しみ易いコマンド大系となっている。

1 [BBS ］電子掲示板 10 [USE ］利用の手引き
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2 IL ］ - Jレ 11 ］他県への

3 ］ ータ・ ース 12 ］ 筑波ネットワ ク

4 [CHAT ] CH  AT 13 !TNET ] B I NET 

5 [JUNET ] JUNET 

6 ］ 

7 OSL 

8 ］ンステム

99 ］システムを る

こで 3 ると、 のメ ュー る。

1 [LABODB ］筑波研究所 ータベ ス

2 [DBMAN ］筑波研究者データベース

3 [DBBOOK ］筑波欧文研究雑誌 ータペース

4 [BOO KL l 筑波欧文研究雑誌リスト

5 [BACK ］前のページに戻る

99 [BYE システムを終 する

1を選択すると次のように各分野別リストが表示される。

＜ つくば研究所データベース ＞ 

1 科学技術一般領域

2 物理学

3 基礎化学

4 宇宙・地球の科学

5 生物科学

6 農林水産

7 医学

8 工学一般領域

g システム・制御工学

10 情報工学

11 経営工学

12 エネルギー工学

13 原子力 学

14 電気工学

15 熱工学、応用熱力学

16 機械工学

1 7 建設工学

1 8 環境工学
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19 運輸交通

20 鉱山工学

21 金属

22 化学工学

23 化学工業

24 その他

ここで例として 6番の「農林水産」を選択すると以下のようになる。

く つくば研究所データベース ＞ 

研究分類農林水産

1 農林水産一般

2 農業

3 植物の栽培

4 動物飼養

5 獣医学

6 林業

7 野生生物開発・狩猟

8 水産業， 食品および食品工業

10 発酵生産

さらに 1番の「農林水産一般」を選択すると以下のようになる。

く つくば研究所データベース ＞ 

研究分類農林水産

研究分野 農林水産一般

1 筑波大学

2 農業工学研究所

現在「農林水産一般」で登録されているのはこの 2機関のみである。 2を選択すると以下の

データが表示される。

く つくば研究所データベース ＞ 

研究分類農林水産

研究分野 農林水産一般
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1

2

 
C
3
 

域資

農村整備部

農地整備部

にデー ュー 2番の「 データペース」に ると、以下のメニュー

さ

[MDB 

f
J
 

t
 

］筑波 ータベース 実行する

2 [MANUMDB ] 

0 [BACK ] 

99 [BYE 

オンラインマニュアル

のページに戻る

システムを終了する

ここで 1番を ると

くく

のメニューが表示さ

_, 
ァー

る。

夕 ベ ス >>> 

機

機

氏

氏

専

．
．
．
．
 

象

1

2

3

4

5

 

関

関

名

名

門

索

索

索

索

野

検

検

検

検

分

（漢字検索）

（略称）

（フリガナ検索）

（漢字検索）

検 索

ここで 1番選択し、検索機関を「熱帯農業研究センター」と漢字で入力する。すると以下の

結果が表示される。

＝＝＝専門分野一覧＝＝＝

[ 1]熱帯農業研究センター

この場合検索された機関は 1機関であるので、さらの 1を選択実行すると、以下のような検

索結果が表示される。

＊熱帯農業研究センター

この機関には部が〔 7〕箇所です。

組織 1一 覧＝ ＝＝

[O 1] 

[O 2]企画連絡室
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3]調査情報部

[04]研究第一部

5]研究第―

6]基盤技術研究部

[07]環境資源利用

この他研究個人の研究テーマ等も検索できるが冷これは筑波ネットワークの会員のみしかア

クセスできないようになっている。なお、筑波研究者データベースは個人情報保護法の対象と

なっている。研究者データペースのデータ更新は 2年に 1度程度であるので、熱帯農業研究セ

ンターのデータが国際農林水産業研究センターのデータに更新されるのは平成 7年からと推さ

れる。

「筑波欧文研究雑誌データベース」、 「筑波欧文研究雑誌リスト」はオンラインマニュアルと

して「データベース操作方法」が選択できるようになっている。

例として、メニューから「書籍名検索」を選択すると、つくば地域内の研究機関が所持する

書籍の情報を見ることができる。

また、捜したい書籍のタイトルの一部を入力するとその書籍がどこの研究機関に保管してあ

るかを捜し当てること等もできる。検索対象機関は以下の 52機関である。

くくく筑波書籍データベース＞＞＞

l (財）日本自動車研究所

2 宇宙開発事業団

3 化学技術研究所

4 家畜衛生試験所

5 家畜衛生試験場

6 果樹試験場

7 機械技術研究所

8 気象研究所

9 金属材料技術研究所

1 0 計量研究所

1 1 建築研究所

1 2 公害資源研究所

1 3 高エネルギー物理学研究所

1 4 高層気象台

1 5 国際科学振興財団

l 6 国土地理院

1 7 国立衛生試験所

1 8 国立科学博物館

1 9 国立教育会館
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2 0 国立公害研究所

2 l 国立防災科学センター

2 2 国立防災科学技術センター

2 3 国立予防衛生研究所

2 4 国立予防衛生研究所支所

2 5 蚕糸試験場

2 6 植物ウイルス研究所

2 7 食品総合研究所

2 8 図書館情報大学

2 9 製品科学研究所

3 0 繊維高分子材料研究所

3 1 全農・飼料畜産中央研究所

3 2 造船振• 海洋環境技術研究所

3 3 地質調査所

3 4 畜産試験場

3 5 筑波大学

3 6 電子技術総合研究所

3 7 電電公社・建設技術開発センター

3 8 土木研究所

3 9 日本科学技術情報センター

4 0 熱帯農業研究センター

4 1 農業環境技術研究所

4 2 農業技術研究所

4 3 農業研究センター

4 4 農業生物資源研究所

4 5 農業土木試験場

4 6 農水省・農蚕園芸種苗局種苗課

4 7 農水省・農蚕種苗局種苗課

4 8 農林水産研究情報センター

4 9 微生物工業技術研究所

5 0 無機材質研究所

5 1 林業試験場

5 2 化学技術研究

l 8) その他各種農業情報サービスについて

現在各種の農業情報サービスがパソコン通信によってなされている。年に数度程度しか使用

しないのならば、 CD-ROMを購入するより、これらの会員になってパ‘ノコン通信で情報を

取得するほうが安く済むことが多い。また、購人を考慮中のものとして、国際農林水産業研究

センターと関係の深い CD--ROMとして熱帯農学文献 (TROPAG& RURAL) などがある。詳し

くは参考文献 12) を参照されたい。
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1 9) アクセス方法等について

いままで解説したデータベースは農林水産研究計算センターに登録して使用するものや、商

用パソコン通信に加入すれば使用可能なものなど、各種のデータベースがあるので以下に整理

しておく。ネットワーク等の関係では以下のようになる。

(l)MAFFINで利用するデータベース（電話回線でも可）

農林水産研究情報センター DB

熱帯農林業研究技術情報 DB

(2)海外情報部パソコン上で利用するデータベース

農林交流センター

PC-Globe 

SPAAR 

I DR  I S 

下記 (3) のDB

(3) パソコン通信で利用するデータベース

農林水産省情報 (AFFTINET)

海外安全ネットワーク

新聞記事 DB

INFO CUE 

学術情報センター DB

地球科学技術情報ディレクトリシステム

IF IC-NET 

筑波ネットワーク（研究者DB)

(4) 図書で利用するデータベース

書誌情報データベース

AGRICOLA 

CURRENT CONTENTS 

利用の範囲からは以下のように分類できる。

(1)農林水産省職員が利用できるデータベース

農林水産研究情報センター DB

農林交流センター DB

(2)国際農林水産業研究センター職員が利用できるデータベース

熱帯農林業研究技術情報データベースシステム

書誌情報データベース

(3) 国公立試験研究機関の研究職員等が利用できるデータベース

学術情報センターデータベース

地球科学技術情報ディレクトリシステム

(5)市販されているデータベース

PC--Globe 

SPAAR 

-33-



I D 

(
J
 

ここに

ス

CURRENT 

とて

I F I C -N 

ネット ク（

4, 最後に

~
ど

ー

タネットワ

いては

クの

NTENT 

5, 

1)' データベー

ース

2 

書、

ス も国

ス

DB) 

のデータベース

ータベース等を

システム (GI S)や気象データ等の構築

なデータベースを構築するには予算や人員に

ュータネットワークを利用して、他機関のデータベ

ス解放が要求され、著作権等の

6
 

の手引き（

インストールに

I COLA, CURRENT 

係長の肋言をそれぞれ得たの

4月、通鹿産業省機械情報産業局監修、 （ 

）
 

も追加を行い、改訂してゆく必要がある。

明庶務課長（現

ルに

っては(

CONTENTSにつ

て謝意

検索機能編ー、平成 3年 3月、

は

コンピュ

します。

ータベ

セン

3) . 文献情報検索利用の手引き（改訂版） -- 日本語データペース編一

(J AS I/RECRAS-Il/NCAT)、平成 3年 3月、農林水産研究情報センター

4) . 文献情報検索利用の手引き（改訂版） 一外国語データベース編一

(AGRIS/BIOSIS/CAB〉、平成 3年 3月、農林水産研究情報センター

5〉ら不 yトワーク利用の手引き ー初歩から初めて LANの構築まで一、平成 4年 4月、

)＇ 
の 産研究機関概要 イギリス、フランス、 ドイツ、アメリカ合衆

2版］、 1991年8月、農林交流センター

7) . 熱帯農林槃研究技術情報データベースシステム利用マニュアル、平成 5年 9月、鈴木大

助桑鈴木光雄、熱帯農菓研究センター調査情報

8) テム (TRODIS) 、平成 3年 9月、鈴木大助、熱帯農業研究

センター調査情報部

9〉. NIFTY--Serveデータライブラリ砥ディレクトリ冷 1992年5月、星震社

..•. ・:1,4-



1 0)、 CompuServe Information Service Users Guide、1988, Incorporated 

11). INFOCUEマニュアル、 1991年9月、 N I FT  Y Corporation 

1 2) , 学術コンビュータ紛ネットワークに関する共同研究報告書、 19 8 8年 3月、東京理

科大学／日本アイ・ビー・エム株式会社

1 3)さコンピュータ農業年鑑、 1993年9月、農業情報利用研究会監修、富民協会

1 4)。学術情報センターニュース No.25、1993.9 

1 5) . 個人情報保護対策の推進、平成4年 2月、総務庁行政管理局
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国際農林水産研究情報シネテム ネジトワーク概念図 5年 10月現在

農林水産研究計算センター（筑波事務所）

長期在外研究員

短期在外研究員

等

＊ アプリケーションサーバー

HP9000/897S 
（ネットワーク）

-------------・ → 1 * BITNET/CONVEX 
＊ メインフレーム

ACOS3700/8 
（データベース等） (INS64) 

国
繹
〗
〗
際

洗遣職員

(JI CA7゚ロジェクト，

I RRI等）

ー

3
6
|
 

デジタル通信網

北農試

九農試

信トート---→

電 l ト--。→

話

回

線 ↓ ↓ 

-----: ·-曇-T一•ー·-·-·-·-·-·-·-·-·-·-·-·-·-·-·-·-·-·一• 一•一·-•-·-·-·-·-·-·-·-・
： （国際研究センター内）

｀ 

， 
L---•---1----•--•-----•- 心--------------------心匹•·-如如..如..匹⇔心”心⇔畑---------------・ → 

商用データベース

Nifty-Serve 

PC-YAN, etc 

スライド画像

情報システム

(TROSIS) 

ACOS系端末

イーサネットケープル

イメージ・文字

入力変換装置

HP9000 
Model 720 

イメージ情報

サーパ

(TROD IS) 

''  
：光ファイリ：
I 

ング装置
， 

' '  ' '  
L如--------・-'

電子ファイル

端 末

Informix 
TROPIS 

日英翻訳炉ぶ

(S-4/LC) 

マルチメディア
クライアント

------・r・-・ 匹-- -「・・・-・・如：

ロロロ
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